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論 文 の 内 容 の 要 旨
　Curcuma属の植物は、薬用、染料および香料としての特性で知られている。ショウガ科植物は、主に熱帯
アジアとアジア太平洋地域で分布する約 110 の種から構成されている。マンゴージンジャー（Curcuma 
amada）は多年性根茎を持つ薬用植物で、その根茎が特有の香気を持つことから、マンゴージンジャーとよ
ばれている。ミャンマーはショウガ科植物の多様性の中心地のひとつである。その広い生態学的、および地
理学多様により、Curcuma族の遺伝資源が豊かである。マンゴージンジャーは、ミャンマーに豊富に存在し、
その香りの良い根茎と薬用の特性のため現地の人々によって高く評価されている。マンゴージンジャーの遺
伝的、化学的多様性は十分に研究されておらず、ミャンマー産のマンゴージンジャーに関する科学的研究の
報告は無い。そこで本研究では、ミャンマーのジーンバンク、農家、地方市場から得られたマンゴージンジャー
の農業形態学的、遺伝的および化学物質の多様性を評価した。マンゴージンジャーの農業形態学的特徴の研
究として、量的形質と質的形質の研究を行った。遺伝的多様性について、核ゲノムの多様性をショウガ
（Zingiber officinale）で開発された SSRsで、細胞質ゲノムの多様性を cpDNAプライマーで増幅された葉緑体
遺伝子領域マーカーを用い、それぞれ評価を行った。またマンゴージンジャーにおけるクルクミノイド含有
量の多様性を決定した。
　異なる農業形態学的特徴において、マンゴージンジャーの十分な多様性が観察された。クラスター解析の
結果、根茎の収量によって 2つの主なクラスターが形成された。ジーンバンク、農家、そして地方市場から
得られた代表的系統は、収集源の種類に関わらず、異なるクラスターに散らばって分布した。ほとんどの量
的形質間が正の有意な相関を示した。
　SSR分析によって評価した 4座すべてにおいて多型が観察された。それぞれの遺伝子座における対立遺伝
子の多様性を多型性情報含有量（Polymorphic Information Contents）によって評価したところ、すべての座に
おいて高い多様性が観察された。クラスター分析によって、ミャンマー産マンゴージンジャーは大きく 2つ
の群に分けられたが、収集源や収集地域に特異的な分布を示さなかった。つぎに、cpDNAプライマーで増
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幅された葉緑体遺伝子領域をフリクエントカッター制限酵素で消化した。すべての遺伝子領域が HaeIIIの
制限サイトを全く持っておらず、trnK2-trnQr以外のすべての 4塩基認識のフリクエントカッター酵素の制
限サイトを示した。しかしながら、異なる制限酵素による消化の相対的効率はその遺伝子領域に依存した。
PCR産物の制限酵素による消化により、マンゴージンジャーの種内変異が明らかとなった。クラスター分析
により大きく 2群に分けられた。一つのグループは非常に高い相同性を示したのに対し、もう一方のグルー
プは分類群中に種内変異を示した。これらの結果は、cpDNAの制限酵素の特定の組み合わせおよびマンゴー
ジンジャーの葉緑体遺伝子領域における種内変異、非常に保存された領域および変異の蓄積された領域に関
する基礎的知見となる。葉緑体遺伝子領域に関する研究の結果から、供試されたマンゴージンジャー遺伝資
源は比較的多様性が低いということが示唆された。
　クルクミノイドの HPLC（High Performance Liquid Chromatography）による定量により、供試されたマンゴー
ジンジャーの非常に多様な化学的プロフィールが明らかとなった。供試した系統のうち、8系統の総クルク
ミノイド含有量は 0.124-0.676％であった。残りの系統からは極微量を検出、もしくは全くクルクミノイドを
検出しなかった。本研究の結果はクルクミノイドの源としてのマンゴージンジャーの利用の可能性を提示し
ている。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究で用いられた異なるアプローチにより、ミャンマー産のマンゴージンジャー遺伝資源の多様性が明
らかとなった。マンゴージンジャーは主に栄養繁殖によって栽培されているが、化学的多様性が明らかになっ
たことも合わせ、さまざまな農業生態学的条件におけるその長い栽培の歴史の間に、その遺伝的基礎を広げ
ていったものと推察され、新規の発見が認められ、今後の発展が期待される。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
